
様式第１号 

令和５年度 部の運営方針管理書 

部  局  名  教育総務部  

部  局  長  名  山田  和夫  

部の運営方針  
〇「我孫子市教育大綱」と「我孫子市教育振興基本計画」に基づき、教育行政を推進します。  
〇学校教育の充実（「豊かな心の育成」、「確かな学力の育成」、「健やかな体の育成」の推進を図り、『生きる力』の育成に努めます。） 
・「主体的・対話的で深い学び」の視点で学力向上に努めます。  
・『小中一貫教育の推進』に努め、各中学校区で作成したグランドデザインを達成すべく支援します。また、小中一貫教育基本方針に基
づき作成した共通カリキュラムを、全中学校区で計画的に教育課程に組み込んで進められるよう支援します。また、ＧＩＧＡスクール
構想に基づき整備された一人一台端末を活用し、ＩＣＴ教育を一層推進します。   

・幼保小連携については、「交流」と「カリキュラム」で連携を深めていきます。  
・市費で配置している外国語指導助手（ＡＬＴ）、ＩＣＴ教育支援員、理数教育支援員、学校司書、スクールサポート教員、学級支援員
等会計年度任用職員の効果的な活用と配置に努めます。  

・「我孫子市学校職員の働き方改革推進プラン」に基づき、教職員が、生き生きと健康でやりがいを持って子どもに向き合える環境とな
るように取り組みます。  

・Ｑ―Ｕ検査（楽しい学校生活を送るためのアンケート）及びいじめアンケートを継続して実施し、個々の子ども達へのきめ細かな対応
に取り組むとともに学級経営を支援します。  

・給食における地産地消の推進をはじめ食に関する教育の充実やスポーツに関する教育を通して体力の向上に努めます。  
・「学校施設個別施設計画」に基づき、子供達が安心して快適に学べる教育・学習環境の充実を図ります。また、布佐中学校区の学校の
在り方について「布佐中学校区の学校の在り方検討委員会」を開催し、施設一体型の小中一貫教育を含めた検討を行い、令和５年度末
を目途に、布佐中学校区の児童生徒にとって、最適な教育環境、学校の在り方について方向性をまとめます。  

・信頼される学校づくりを推進するため、教職員のモラールアップ研修、不祥事防止研修を積極的に実施します。教育委員会と各学校の
連携を密にし、風通しの良い組織体制と職場環境整備に取り組みます。  

・国や千葉県の示す部活動の地域移行については、我孫子市の実情等を十分に把握し、適切に行われるように、生涯学習部や関係団体等
と連携し、体制を整備していきます。  

〇地域に根ざした教育の充実    
・郷土の歴史や文化に関する教育を充実させて郷土愛の育成を図ります。  
・各学校における学校運営協議会の適正な運用を確保し、地域学校協働活動の充実、学校評価の活用を図りながら学校と地域との連携・
協働体制を構築し、地域とともにある学校づくりを推進します。  

〇子どもの成長、自立への支援    
・自立への支援を図るため、就学支援制度などの活用を推進します。  
・子どもたちの生きる力を育むため、子どもの体験活動を子ども部と連携して実施します。  
・いじめ防止対策推進条例及びいじめ防止対策基本方針に基づき、いじめを人権侵害と認識し未然防止に取り組みます。また、関係機関
と連携し、健全に子どもが成長できるよう引き続き支援していきます。  

・配慮が必要な児童生徒とその保護者を支援するために、学校、家庭、子ども相談課等と一層の連携を図り、教育相談センターの相談体
制の充実に努めます。  

・不登校対策を推進するため、教育支援センター（適応指導教室）は一人ひとりの子どもに合った教育の在り方を考え支援します。また、
教育支援センターを中核とした相談・支援体制をさらに充実させます。  



 

部 局 名  教育総務部  

部 局 長 名  山田  和夫  

部 の 運 営 方

針 に 対 す る

総合評価  

教育総務部（総務課、学校教育課、指導課、教育相談センター）の運営方針に挙げた目標をおおむね達成することができました。 

コロナウイルス感染症が５類への位置付けに変更されたことにより、コロナ前と同様に事業展開を図ることができました。  

総合教育会議では、昨年度見直した教育大綱に基づき我孫子市第３期教育振興基本計画を作成し、意見をいただきました。  

２か年にわたり検討してきました布佐中学校区の学校の在り方については、２月に「我孫子市布佐中学校区の学校の在り方検討

委員会」から提言書の提出があり、その中で「３校を一体型小中一貫校に建て替える」方向性が望ましいと提言を受けました。 

部活動の地域移行については、１４名の部活動指導員を任用し、主に休日の部活動に従事しながら教職員の部活動指導に従事す

る時間の削減を図り、専門的な技術指導を行いました。  

校内教育支援センターを中学校全校、小学校３校開設し、児童生徒の居場所を確保して一人ひとりの社会的自立を目指し支援し

ました。  

 

 

 

 

 



様式第２号

：

１．課の目標（部の運営方針に基づいた取組方針）

２．課の目標への取組結果

３．取組結果に対する評価（所管する事務事業の取組を踏まえた評価）

４．今後の展開（改善や見直しが必要な点、事業など）

令和５年度　課の目標管理書

〇教育振興基本計画については、全５回の策定委員会をとおして第３期の計画を策定しました。

〇総合教育会議については、秘書広報課と連携し、市長と教育委員とのスムーズな意思疎通が図

れるように対応することができました。

〇学校施設については、学校施設個別計画に基づき改修工事を実施しました。また、久寺家中学

校校舎外壁剥落のような突発的な事態にも迅速に対応しました。

学校施設の長寿命化改修等により、大規模及び中規模な工事が今後も続くことから人員の配置等

を行う必要があります。

課 名 教育総務部　総務課

〇第２期教育振興基本計画を推進し、進行管理を適切に行うとともに、令和６年度からスタート

する次期計画の策定作業を進めます。

〇総合教育会議の開催にあたっては、市長と教育委員とのスムーズな意思疎通が図れるよう、秘

書広報課と連携して対応します。

〇子どもたちが安心・安全で快適な学校生活を送れるよう、教育・学習環境の充実を図ります。

・学校施設個別施設計画を推進し、学校施設の長寿命化改修等を計画的に実施します。

・老朽化等による学校施設の不具合や包括委託の現地調査による緊急性の高い修繕個所に迅速に

対応し、適正な教育環境の維持に努めます。

課の目標で示したとおり、全取組を実施しました。



様式第４号 令和 5 事務事業評価表

１．事業概要

指

指

２．事業費及び人工（Plan＆Do）

３．指標及び実績値（Plan＆Do）

令和９年度

４．事業に対する評価（Check）

５．今後の方向性（Action）

現状通り推進する
各学校において施設の老朽化が進行しており、引き続き我孫子市学校施設個別施設計画に基づき改修工事を実施するとともに、修繕等を適切

に実施することで学校施設の適正な維持管理に取り組んでいく。

評価区分 評価についてのコメント

順調 各事業とも予定どおり実施することができた。

今後の方向性 理由及び今後の課題等

実績値
　

目標値

実績値
　

目標値

実績値

目標値

実績値

目標値

実績値 1

成果

指標
大規模改修工事等完了校数 校

目標値

実績値

成果

指標
便所等改修工事完了校数 校

目標値 1

1 2 6

1

19

令和5年度 令和6年度

19

19 19活動

指標
改修工事・修繕等維持管理校数 校

目標値 19

0.00
次年度へ繰越 0 0

種別 内容 単位 区分 令和3年度 令和4年度

令和5年度

実績値 19 19

1.85 0.00
補正後予算額 484,871 123,794

決算額 469,544 112,988
年度末時点 1.85

当初予算額 429,344 123,794

令和5年度

4月1日時点

令和4年度 決算額 323,646 108,875 令和4年度  (年度末時点） 1.85 0.00

債務負担行為設定事業

小中学校空調設備賃貸借　H28~R8年度　1,500,000千円、中学校空調設備保守点検業務委託　R5~R10年度　22,188千円、湖北台西小屋上防水、外壁等改修工事

R5~R6年度　205,810千円、並木小屋上防水、外壁等改修工事　R5~R6年度　278,190千円、我孫子第二小給食室排気フード更新工事　R5~R6年度　25,850千円、我孫

子中給食室屋上防水及び給排気ダクト更新工事　R5~R6年度　35,024千円

年度 区分 事業費(千円)
過年度繰越分

事業費(千円)
年度

人工

正職員 会計年度等

継続費設定事業

非構造部材点検業務委託（小学校）

教室棟構造躯体等劣化調査業務委託（四小）

我孫子第二小学校給食室排気フード更新工事設計業務委託

関連する市の計画等 我孫子市公共施設等総合管理計画

当該年度

実施事業（Plan）

指：指定事務事業

我孫子第二小学校施設改修工事

我孫子中学校施設改修工事

設計業務委託（並木小）

設計業務委託（西小）

我孫子中学校給食室屋上防水及び給排気ダクト更新工事設計業務委託

基本計画における

位置づけ

基本施策名 ３－３　魅力ある学校づくり

施策の展開内容
子どもたちの個性や人権を尊重しながら、個々の能力を伸ばすとともに、生きる力の育成を基盤に、確かな学力の定

着と体力の向上に取り組み、魅力ある学校づくりを進めます。

事務事業の目的

・概要

小中学校施設の点検を実施し適切に管理するとともに、老朽化が進む学校施設の改修や改築を計画的に行うことで、児童生徒の安全性の確保や教育環境の

充実を図っていきます。

年度 事業コード： 352

事業名及び

担当部署等

事務事業名 小中学校施設の維持管理

担当部署名 教育総務部　総務課

（事後評価）



様式第２号

：

１．課の目標（部の運営方針に基づいた取組方針）

２．課の目標への取組結果

３．取組結果に対する評価（所管する事務事業の取組を踏まえた評価）

４．今後の展開（改善や見直しが必要な点、事業など）

令和５年度　課の目標管理書

課の目標に示した取組は、概ね達成できました。

児童の泳力向上及び学校プール施設の維持管理費削減を目的に、８つの小学校の水泳指導を民間のス

イミングスクールへ委託しました。

「我孫子市布佐中学校区の学校の在り方検討委員会」から提言書の提出があり、今後はこの提言書を

もとに施設一体型小中一貫校の設立に向け準備を進めていきます

水泳指導の民間活用については、児童の泳力向上や費用対効果などが認められたため、積極的に推進

します。

課 名 教育総務部　学校教育課

・健康診断の実施と健康相談、歯科指導、感染症の予防等を通じて児童生徒及び教職員の健康保持と

学校保健活動の充実を図ります。

・児童が安全で安心な学校生活が送れるよう小学校に安全管理員を配置するとともに、通学路の安全

点検等を実施し、関係各課と連携しながら通学路の安全確保に取り組みます。

・健康な子どもを育むために学校給食の充実を図ります。食に関する指導を推進し、給食に「我孫子

産野菜の日」を設けるなど地産地消を推進します。

・布佐中学校区の学校の在り方について、様々な方向から検討を行い、令和5年度末を目途に、布佐中

学校区の児童生徒にとって最適な教育環境、学校の在り方について方針をまとめます。

・小中学生がいる家庭で、経済的理由により就学費用の支払いが困難な保護者に、就学費用の一部を

援助していきます。

・安心して快適に学べる教育・学習環境をつくるため、学校の備品を更新するなど、教育機材などの

整備、充実に努めます。

・個に応じたきめ細やかな学習指導ができるようスクールサポート教員等の配置を適正に行います。

・「我孫子市立小中学校職員の働き方改革推進プラン」（平成３１年施行・令和４年４月一部改定）

の進捗状況を学校訪問での聞き取りや報告等から検証し、働き方改革が進むように指導支援を継続し

ていきます。

課の目標で示した通り、全取り組みを実施しました。

令和4年度、５年度の2か年にわたり、「我孫子市布佐中学校区の学校の在り方検討委員会」にて、児

童生徒にとって最適な学習環境と学校の在り方について検討を重ねました。

令和５年１月に第１子、第２子への学校給食費補助事業（1000円補助）を立ち上げ、さらに、第３子

以降の給食費無償化の拡充も合わせて開始し、当初予定していた事業とともに滞りなく実施しまし

た。



様式第４号 令和 5 事務事業評価表

１．事業概要

２．事業費及び人工（Plan＆Do）

３．指標及び実績値（Plan＆Do）

令和９年度

４．事業に対する評価（Check）

５．今後の方向性（Action）

基本計画における

位置づけ

基本施策名 ３－１　妊娠・出産・子育てへの切れ目ない支援

施策の展開内容

安心して妊娠・出産・子育てができるよう、ライフステージに応じた切れ目ない支援に取り組みます。

多様化する就労形態や市民ニーズに対応した保育・幼児教育の提供を行うとともに、ひとり親家庭への支援など、子

育てしやすい環境づくりを進めます。

子ども医療費の助成をはじめ、経済的な支援を充実します。

事務事業の目的

・概要
教育機会の均等を図るため、小中学校への就学費用の支払いが困難な家庭を援助します。

年度 事業コード： 310

事業名及び

担当部署等

事務事業名 教育扶助（要保護・準要保護児童生徒就学援助）事業

担当部署名 教育総務部　学校教育課

（事後評価）

関連する市の計画等

当該年度

実施事業（Plan）

指：指定事務事業

教育扶助（要保護・準要保護児童生徒就学援助）事業

継続費設定事業

令和4年度 決算額 121,656 0 令和4年度  (年度末時点） 0.80 0.00

債務負担行為設定事業

年度 区分 事業費(千円)
過年度繰越分

事業費(千円)
年度

人工

正職員 会計年度等

0

決算額 104,759 0
年度末時点 0.80

当初予算額 127,028 0

令和5年度

4月1日時点

活動

指標
就学援助認定者数 人

目標値 1,200 1,200

0.80
次年度へ繰越 0 0

種別 内容 単位 区分 令和3年度 令和4年度

令和5年度

実績値 1,186 1,183

0.80 0.80
補正後予算額 109,981

1,200

令和5年度 令和6年度

1,109

1,200 1,200

実績値

目標値

実績値

目標値

実績値

目標値

実績値

目標値

実績値
　

目標値

現状通り推進する
本事業は、経済的理由により就学費用の支払いに困難な児童・生徒の保護者に対して、就学に必要な費用の一部を支援することで施策目的に

寄与している。

評価区分 評価についてのコメント

順調
目標値に近い実績値で活動することができ、経済的理由により就学費用の支払いに困難な児童・生徒の保護者に対して、就学に必要な費用の

一部を支援することで子どもの心と体の発達に応じた教育を推進することができた。

今後の方向性 理由及び今後の課題等

実績値
　

目標値



様式第４号 令和 5 事務事業評価表

１．事業概要

指

指

２．事業費及び人工（Plan＆Do）

３．指標及び実績値（Plan＆Do）

令和９年度

４．事業に対する評価（Check）

５．今後の方向性（Action）

　
目標値

現状通り推進する
個に応じたきめ細やかな指導の実施や、安全な学校環境の整備により、安定した学習環境を提供するために、今後も引き続き実施が必要であ

る。

評価区分 評価についてのコメント

ほぼ順調

目標値に近い実績値の成果があり、子どもたちの教育環境や、安全・安心の学校環境の整備に寄与することができた。個に応じたきめ細やか

な指導の実施や、安全な学校環境の整備により、安定した学習環境の提供につながった。通学路の危険個所の改善率については、対応内容が

決まっているものの施工予定となっているものが多い。

今後の方向性 理由及び今後の課題等

実績値

19 19

実績値 1 3 8

　
目標値

実績値

活動

指標
水泳指導の民間依託実施校 校

目標値 19 19 19

活動

指標
スクールサポート教員の配置数 校

実績値 12 12 11

目標値 19 19

100

実績値 100.0 89.0 70.0

19 19 19

成果

指標
通学路安全推進会議で出た危険個所の改善率 ％

目標値 100 100 100 100

成果

指標
小中学校19校の備品管理執行状況 ％

目標値 90 90

実績値 88.0 84.0

89.4

100 100

90 90 90

97.7

成果

指標

学校評価アンケートで、「楽しく学校生活を

送っている」と回答した児童生徒の割合
％

目標値 100 100

50.40
次年度へ繰越 0 0

種別 内容 単位 区分 令和3年度 令和4年度

令和5年度

100

令和5年度 令和6年度

実績値 90.0 90.0

決算額 381,272 0
年度末時点 6.30

当初予算額 549,558 0

令和5年度

4月1日時点

令和4年度 決算額 399,391 26,022 令和4年度  (年度末時点） 6.00 58.20

6.30 52.40
補正後予算額 421,797 0

債務負担行為設定事業

年度 区分 事業費(千円)
過年度繰越分

事業費(千円)
年度

人工

正職員 会計年度等

継続費設定事業

小中学校配置職員管理事業

小学校備品管理事業

中学校備品管理事業

関連する市の計画等 第５次行政改革推進プラン（小学校の安全管理員制度の見直し）

当該年度

実施事業（Plan）

指：指定事務事業

スクールサポート教員の配置事業 水泳指導の民間活用

学級編制及び学籍管理　　（法令に基づく適切な事務）事業

小学校の安全管理員の配置

小中学校管理運営事業

日本スポーツ振興センター災害共済給付・任意保険給付事業

布佐中学校区の在り方検討

基本計画における

位置づけ

基本施策名 ３－３　魅力ある学校づくり

施策の展開内容
子どもたちの個性や人権を尊重しながら、個々の能力を伸ばすとともに、生きる力の育成を基盤に、確かな学力の定

着と体力の向上に取り組み、魅力ある学校づくりを進めます。

事務事業の目的

・概要

・心身ともに健康な子どもたちを育み、確かな学力の育成を支援する授業の推進や、個に応じたきめ細かな指導のための環境づくりに取り組みます。

・子どもたちが安全に安心して登下校できるよう、警察や道路管理者などと連携を図りながら、通学路の安全確保に関する点検や対策に取り組みます。

・子どもたちの教育環境の充実を最優先に、保護者や地域住民と共通理解を図りながら、小中学校の適正規模に関する検討を進めます。

年度 （事後評価） 事業コード： 350

事業名及び

担当部署等

事務事業名 学校教育環境の充実

担当部署名 教育総務部　学校教育課



様式第４号 令和 5 事務事業評価表

１．事業概要

２．事業費及び人工（Plan＆Do）

３．指標及び実績値（Plan＆Do）

令和９年度

４．事業に対する評価（Check）

５．今後の方向性（Action）

　
目標値

現状通り推進する
児童・生徒・教職員健康診断事業や学校の環境衛生事業は、法で実施を定められている。また、歯磨き食育指導は子どもたちの健康保持・増

進につながる実践力を育成するために、今後も引き続き実施が必要である。

評価区分 評価についてのコメント

順調
目標値を達成またはそれに近い実績値で活動することができ、児童・生徒・教職員の健康保持・増進や学校の環境衛生を適切に保つことで、

安定した学習環境の提供につながった。

今後の方向性 理由及び今後の課題等

実績値

実績値

　
目標値

実績値

目標値

成果

指標

学校環境衛生基準に基づいた教室内空気検

査基準値内校/全１９校
％

実績値 100.0 79.0 94.7

目標値 100 100

13

実績値 13 13 13

100 100 100

活動

指標
小学校歯磨き食育指導を行った小学校 校

目標値 13 13 13 13

活動

指標

学校環境衛生基準に基づいた教室内空気検

査の実施校
校

目標値 19 19

実績値 19 19

98.7

100 100

19 19 19

19

活動

指標

健康診断における尿検査の受診人数

（児童生徒 実施人数/在籍者数）
％

目標値 100 100

0.80
次年度へ繰越 0 0

種別 内容 単位 区分 令和3年度 令和4年度

令和5年度

100

令和5年度 令和6年度

実績値 99.0 99.0

決算額 44,371 0
年度末時点 0.90

当初予算額 47,766 0

令和5年度

4月1日時点

令和4年度 決算額 43,109 0 令和4年度  (年度末時点） 1.20 0.60

0.90 0.80
補正後予算額 45,912 0

債務負担行為設定事業

年度 区分 事業費(千円)
過年度繰越分

事業費(千円)
年度

人工

正職員 会計年度等

継続費設定事業

関連する市の計画等

当該年度

実施事業（Plan）

指：指定事務事業

児童・生徒・教職員健康診断事業

我孫子市学校保健会運営

学校の環境衛生事業

基本計画における

位置づけ

基本施策名 ３－３　魅力ある学校づくり

施策の展開内容
子どもたちの個性や人権を尊重しながら、個々の能力を伸ばすとともに、生きる力の育成を基盤に、確かな学力の定

着と体力の向上に取り組み、魅力ある学校づくりを進めます。

事務事業の目的

・概要
子どもたちの健康保持・増進につながる実践力を育成するため、小中学校における食育及び歯科保健活動の充実を図ります。

年度 （事後評価） 事業コード： 351

事業名及び

担当部署等

事務事業名 児童・生徒の保健衛生事業

担当部署名 教育総務部　学校教育課



様式第４号 令和 5 事務事業評価表

１．事業概要

指

指

２．事業費及び人工（Plan＆Do）

３．指標及び実績値（Plan＆Do）

令和９年度

４．事業に対する評価（Check）

５．今後の方向性（Action）

　
目標値

現状通り推進する
子どもたちの健やかな成長のために給食が生きた教材となるよう、食育に取り組むとともに、地元の農産物を提供し、生産者への感謝の気持

ちと郷土愛を育むため、今後も引き続き実施が必要である。

評価区分 評価についてのコメント

順調 どの活動内容も、目標値を達成または目標値に近い実績値で活動することができ、地域に根差した食に対する理解を深めることができた。

今後の方向性 理由及び今後の課題等

実績値

実績値

　
目標値

実績値

目標値

成果

指標
我孫子産米の認知度 ％

実績値 87.2 87.7 87.5

目標値 100 100

100

実績値 88.1 89.6 89.0

100 100 100

成果

指標
我孫子産野菜の認知度 ％

目標値 100 100 100 100

活動

指標
食に関する指導を行っている学校 校

目標値 19 19

実績値 19 19

4

4 4

19 19 19

19

活動

指標
週あたりの我孫子産米の使用回数 回

目標値 4 4

0.80
次年度へ繰越 0 0

種別 内容 単位 区分 令和3年度 令和4年度

令和5年度

4

令和5年度 令和6年度

実績値 4 4

決算額 692,895 0
年度末時点 11.20

当初予算額 682,097 0

令和5年度

4月1日時点

令和4年度 決算額 538,634 0 令和4年度  (年度末時点） 9.60 0.60

11.20 0.80
補正後予算額 695,138 0

債務負担行為設定事業 小中学校給食調理業務委託（6校分）R4～R5年度　153,176千円、学校給食用我孫子産米調達業務委託　R4～R5年度　6,679千円

年度 区分 事業費(千円)
過年度繰越分

事業費(千円)
年度

人工

正職員 会計年度等

継続費設定事業

小中学校給食調理業務の民間委託事業

学校給食費の補助

学校給食費負担軽減等補助金

関連する市の計画等

当該年度

実施事業（Plan）

指：指定事務事業

我孫子産米及び我孫子産野菜の学校給食の導入事業

学校給食管理運営事業

給食施設維持管理

学校給食備品管理事業

基本計画における

位置づけ

基本施策名 ３－３　魅力ある学校づくり

施策の展開内容
子どもたちの個性や人権を尊重しながら、個々の能力を伸ばすとともに、生きる力の育成を基盤に、確かな学力の定

着と体力の向上に取り組み、魅力ある学校づくりを進めます。

事務事業の目的

・概要

子どもたちの健やかな成長のために給食が生きた教材となるよう、食育に取り組むとともに、地元の農産物を使った給食を提供し、生産者への感謝の気持

ちと郷土愛を育みます。

年度 （事後評価） 事業コード： 361

事業名及び

担当部署等

事務事業名 学校給食管理運営事業

担当部署名 教育総務部　学校教育課



様式第２号

：

１．課の目標（部の運営方針に基づいた取組方針）

２．課の目標への取組結果

３．取組結果に対する評価（所管する事務事業の取組を踏まえた評価）

４．今後の展開（改善や見直しが必要な点、事業など）

令和５年度　課の目標管理書

事業を着実に推進したことで、概ね目標よりも高い成果を得ることができました。

いじめ防止対策事業では、小中学生の利用が増加しているSNSにより些細な事からいじめに発展したりトラブ

ルに巻き込まれたりすることがあるため、情報モラル教育を進めていく必要があります。

地域や関係機関との連携強化を図りながら、児童生徒を取り巻く環境の変化に対応した取り組みを進め、効果

的に事業を推進していきます。

課 名 教育総務部　指導課

〇子どもたちに学習指導要領の示す「生きる力」を育むために、「知識及び技能」「思考力・判断力・表現力等」「学びに

向かう力・人間性等」の三つの力を育成する教育を、小中一貫教育の視点を持ちながら推進していきます。

・人生を拓く「確かな学力」を育てるために、教職員の資質能力向上に向けた各種研修を充実させます。

・言語活動の充実、体験的活動の充実、道徳教育の充実を図り、「豊かな心」の育成、望ましい人間関係の育成を図りま

す。

・全国学力・学習状況調査及び市独自の学力調査の結果を有効に活用し、実践の検証を行うとともに、指導の評価・改善を

継続的に行い、個に応じた指導の充実を図ります。

・「健やかな体」の育成を目指し、教育活動全体を通した体力の向上推進を図るとともに、食に関する教育に努め、健康教

育を推進します。

・ＧＩＧＡスクール構想に基づき、ICT教育の推進に努めます。また、情報活用能力を育成し、情報化社会に参画する態度

を養います。

・子どもたちの発達段階に応じたキャリア教育を推進するとともに、各学校における学校運営協議会の適正な運用を確保

し、地域学校協働活動の充実を図りながら学校と保護者、地域が連携・協働する仕組み作りを支援します。

・外国語・外国語活動および国際理解教育推進のため、ＡＬＴ（外国語指導助手）の配置とその効果的な活用に努めます。

また、小中学校の円滑な接続ができるように、小学校教員、中学校教員とＡＬＴ（外国語指導助手）との連携を密にしま

す。

・幼保小連携では、子どもたちの育ちと学びをつなげるために「交流」と「カリキュラム」で連携を深めていきます。

・小中一貫教育の推進に努め、各中学校区のグランドデザインを基に、学校と保護者そして地域がお互いに協働しながら、

それぞれの中学校区の特色を生かした教育を展開していけるように支援します。また、我孫子市小中一貫教育基本方針に基

づいたカリキュラムを、全中学校区で計画的に教育課程に組み込んで進められるよう支援します。

・ふるさと我孫子を愛し、誇りに思う子どもを育成するため、地域の資源を生かした学習を進めていきます。

・いじめ防止対策推進条例及び基本方針を踏まえ、市としての防止施策の実施及び各学校の防止具体策を支援します。ま

た、いじめ防止対策委員会を年３回開催し、専門的かつ客観的な視点から、市及び学校における課題及びその防止策につい

て検討し、改善に努めます。さらに、関係機関と連携し、健全に子どもが成長できるよう支援していきます。

・WebＱＵの結果を有効に活用し、学級経営を支援します。

・学校図書館の計画的活用を通して、児童生徒の主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善に努めます。また、児

童生徒の自主的・自発的な学習活動や読書活動を充実させるため、学校図書館利用に伴う学校司書の効果的配置及び活用に

向けた研修会や取組を進めます。

・国や千葉県の示す部活動の地域移行については、我孫子市の実情等を十分に把握し、適切に行われるように、生涯学習部

や関係団体等と連携し、持続可能な体制を段階的に整備していきます。

課の目標で示したとおり全取組を実施しました。



様式第４号 令和 5 事務事業評価表

１．事業概要

２．事業費及び人工（Plan＆Do）

３．指標及び実績値（Plan＆Do）

令和９年度

４．事業に対する評価（Check）

５．今後の方向性（Action）

現状通り推進する

昨年度よりも街頭指導回数が増加したにも関わらず問題認知件数が減少していることは、定期的な街頭指導が少年の喫煙や飲酒、深夜徘徊等

などの問題行動の未然防止につながっていると考える。事業は現状通り推進するが、街頭指導の方法等については、ネットパトロールなど新

しい形を引き続き検討する必要がある。

評価区分 評価についてのコメント

順調
定例街頭指導の実施回数を増やしたが、問題行動の認知件数が減っている。これまでの活動が実を結んだ結果だと考えられる。街頭指導など

を継続し、市内の小中学生の見守り活動を行っていく。

今後の方向性 理由及び今後の課題等

実績値
　

目標値

実績値
　

目標値

実績値

目標値

実績値

目標値

実績値

成果

指標
街頭指導における問題行動の認知件数 件

目標値 180 170

実績値 202 130

目標値

160 160 160

139

10

令和5年度 令和6年度

16

10 10活動

指標
定例街頭指導の回数 回

目標値 10 10

0.20
次年度へ繰越 0 0

種別 内容 単位 区分 令和3年度 令和4年度

令和5年度

実績値 12 15

0.46 0.20
補正後予算額 2,221 0

決算額 1,627 0
年度末時点 0.46

当初予算額 2,221 0

令和5年度

4月1日時点

令和4年度 決算額 1,627 0 令和4年度  (年度末時点） 0.45 0.20

債務負担行為設定事業

年度 区分 事業費(千円)
過年度繰越分

事業費(千円)
年度

人工

正職員 会計年度等

継続費設定事業

関連する市の計画等 我孫子市教育振興基本計画

当該年度

実施事業（Plan）

指：指定事務事業

少年センター業務

基本計画における

位置づけ

基本施策名 １－３　防犯対策の推進

施策の展開内容

防犯協議会や地域のボランティア団体、警察などと連携強化を図りながら、特殊詐欺などの身近な犯罪の情報提供や

相談、啓発活動に取り組み、犯罪の起きにくい環境整備を進めます。

また、地域での防犯パトロールなど自主的な防犯活動への支援を行い、市民の防犯意識の向上を図ります。

事務事業の目的

・概要

・学校と連携して小中学生をめぐる現状を把握し、事故や犯罪に巻き込まれないよう啓発及び情報提供をしていきます。

・警察と連携し、少年指導員とともに、帰宅指導や交通マナー遵守などの指導を行っていきます。

年度 事業コード： 176

事業名及び

担当部署等

事務事業名 小中学生非行対策

担当部署名 教育総務部　指導課

（事後評価）



様式第４号 令和 5 事務事業評価表

１．事業概要

２．事業費及び人工（Plan＆Do）

３．指標及び実績値（Plan＆Do）

令和９年度

４．事業に対する評価（Check）

５．今後の方向性（Action）

基本計画における

位置づけ

基本施策名 ３－３　魅力ある学校づくり

施策の展開内容
子どもたちの個性や人権を尊重しながら、個々の能力を伸ばすとともに、生きる力の育成を基盤に、確かな学力の定

着と体力の向上に取り組み、魅力ある学校づくりを進めます。

事務事業の目的

・概要

「地域とともにある学校」として、地域と「目指す子ども像」を共有し、保護者、地域、大学、高校と連携して、自然、歴史、文化、人材などの地域資源を

活用しながら、地域全体で子どもの育成を図ります。

年度 （事後評価） 事業コード： 354

事業名及び

担当部署等

事務事業名 地域とともにある学校づくり推進事業

担当部署名 教育総務部　指導課

関連する市の計画等 我孫子市教育振興基本計画

当該年度

実施事業（Plan）

指：指定事務事業

学校支援事業の充実

我孫子市学校運営協議会 

コミュニティ・スクール（学校運営協議会）の推進

部活動指導員の配置

継続費設定事業

債務負担行為設定事業

年度 区分 事業費(千円)
過年度繰越分

事業費(千円)
年度

人工

正職員 会計年度等

令和4年度 決算額 4,523 0 令和4年度  (年度末時点） 0.51 5.10

0.49 8.50
補正後予算額 5,699 0

決算額 5,040 0
年度末時点 0.49

当初予算額 5,699 0

令和5年度

4月1日時点

活動

指標
教育委員会主催の担当者研修会の実施回数 回

目標値 3 5

8.50
次年度へ繰越 0 0

種別 内容 単位 区分 令和3年度 令和4年度

令和5年度

5

令和5年度 令和6年度

実績値 3 5 4

5 5

90 90 90

94

成果

指標

地域人材（学校支援ボランティア）の延べ活動回

数
回

目標値 26,000 30,000 30,000 30,000

成果

指標

教育委員会主催の担当者研修会の満足度（参加者

アンケート）
％

目標値 80 85

実績値 80 90

目標値

30,000

実績値 26,362 32,497 37,930

目標値

実績値

実績値

　
目標値

実績値

　
目標値

現状通り推進する

着実に前進しているとはいえ、学校や地域の実態によってその進捗状況に差が見られ、教育委員会としての後方支援を充実させる必要があ

る。また、学校課題の解決や地域と連携協働した取り組みに学校運営協議会での熟議が反映されるように協議会の持ち方や委員の学校運営へ

の参画方法に工夫が必要である。

評価区分 評価についてのコメント

順調

市内全小中学校がコミュニティ・スクールとなって２年目。市主催の研修会等で周知を図ったこともあり、学校と地域との連携協働が進み、

地域の教育資源、諸団体・施設等との緩やかなネットワークが構築され、子ども達への教育活動支援はもとより、子ども達の活動による地域

貢献にまで発展した実践事例も見られた。

今後の方向性 理由及び今後の課題等

実績値



様式第４号 令和 5 事務事業評価表

１．事業概要

２．事業費及び人工（Plan＆Do）

３．指標及び実績値（Plan＆Do）

令和９年度

４．事業に対する評価（Check）

５．今後の方向性（Action）

基本計画における

位置づけ

基本施策名 ３－３　魅力ある学校づくり

施策の展開内容
子どもたちの個性や人権を尊重しながら、個々の能力を伸ばすとともに、生きる力の育成を基盤に、確かな学力の定

着と体力の向上に取り組み、魅力ある学校づくりを進めます。

事務事業の目的

・概要
育ちと学びの接続を重視し、豊かな人間性や社会性を育むため、幼稚園、保育園、認定こども園と小学校の連携、小中一貫教育を推進します。

年度 （事後評価） 事業コード： 355

事業名及び

担当部署等

事務事業名 幼児期教育と小学校教育との連携・小中一貫教育の推進

担当部署名 教育総務部　指導課

関連する市の計画等 我孫子市教育振興基本計画

当該年度

実施事業（Plan）

指：指定事務事業

幼保小連携

小中一貫教育の推進

ふるさとカリキュラムの実施

キャリア教育の推進

継続費設定事業

債務負担行為設定事業

年度 区分 事業費(千円)
過年度繰越分

事業費(千円)
年度

人工

正職員 会計年度等

令和4年度 決算額 2,682 0 令和4年度  (年度末時点） 1.27 0.00

1.29 0.00
補正後予算額 2,823 0

決算額 2,638 0
年度末時点 1.29

当初予算額 2,823 0

令和5年度

4月1日時点

活動

指標
幼保小連携地区別会議の実施 回

目標値 10 10

0.00
次年度へ繰越 0 0

種別 内容 単位 区分 令和3年度 令和4年度

令和5年度

10

令和5年度 令和6年度

実績値 10 10 10

10 10

15 15 15

43

成果

指標
幼保小連携・接続の実践、交流回数 回

目標値 45 45 45 45

活動

指標

小中一貫教育だより「TSUNAGU（つなぐ）」の

発行数
回

目標値 10 15

実績値 10 50

目標値 80.0

45

実績値 28 53 70

80.0 85.0 85.0

目標値

成果

指標

小中一貫教育の周知・理解度

（学校評価アンケートより）
％

実績値 75.3 80.7

実績値

　
目標値

実績値

　
目標値

現状通り推進する
幼保小連携・小中一貫教育ともに、計画的に交流活動や研修・会議を実施することができ、それぞれの目的に応じた活動に取り組むことがで

きた。今後も実施内容の引継ぎを十分に行うことを促すとともに、園児児童生徒の実態に応じた評価・改善を図っていく。

評価区分 評価についてのコメント

順調
交流活動や会議・研修は計画的に実施できた。小中一貫教育の周知・理解度について順調に高まっているが、引き続き周知・理解を

促進していく。

今後の方向性 理由及び今後の課題等

実績値



様式第４号 令和 5 事務事業評価表

１．事業概要

２．事業費及び人工（Plan＆Do）

３．指標及び実績値（Plan＆Do）

令和９年度

４．事業に対する評価（Check）

５．今後の方向性（Action）

基本計画における

位置づけ

基本施策名 ３－３　魅力ある学校づくり

施策の展開内容
子どもたちの個性や人権を尊重しながら、個々の能力を伸ばすとともに、生きる力の育成を基盤に、確かな学力の定

着と体力の向上に取り組み、魅力ある学校づくりを進めます。

事務事業の目的

・概要
教職員の資質の向上を図るため、教育課題に応じた研修会や授業研究会を実施し、指導の工夫や改善につながる教育情報の提供を行います。

年度 （事後評価） 事業コード： 356

事業名及び

担当部署等

事務事業名 教職員資質向上推進事業

担当部署名 教育総務部　指導課・教育相談センター

関連する市の計画等 我孫子市教育振興基本計画

当該年度

実施事業（Plan）

指：指定事務事業

教職員資質向上推進事業

継続費設定事業

債務負担行為設定事業

年度 区分 事業費(千円)
過年度繰越分

事業費(千円)
年度

人工

正職員 会計年度等

令和4年度 決算額 2,537 0 令和4年度  (年度末時点） 1.26 0.00

1.08 0.00
補正後予算額 2,937 0

決算額 2,644 0
年度末時点 1.08

当初予算額 3,174 0

令和5年度

4月1日時点

活動

指標
教育委員会主催の課題別研修会の実施回数 回

目標値 9 9

0.00
次年度へ繰越 0 0

種別 内容 単位 区分 令和3年度 令和4年度

令和5年度

10

令和5年度 令和6年度

実績値 9 9 9

9 10

160 160 170

85

成果

指標

教育委員会主催の課題別研修会の満足度（参加

者へのアンケート）
％

目標値 95.0 95.0 95.0 95.0

活動

指標
校内研修会への指導主事派遣回数 回

目標値 150 150

実績値 187 90

目標値

95.0

実績値 98.2 98.7 99.0

目標値

実績値

実績値

　
目標値

実績値

　
目標値

現状通り推進する

校内研修（授業研究会や若年層研修会等）に、積極的に指導主事を派遣していく。また、学級経営や授業づくりに不安を抱える講師や若年層

の教員には、個別に指導・助言をして指導技術が向上できるようにしていく。市主催の課題別研修会では、受講者の学びたい内容を考慮し、

参集型の良さを生かせる研修会を実施していきたい。

評価区分 評価についてのコメント

順調
教職員のニーズに合わせ、参集型の良さを生かした研修会が開催できた。また、校内研修に指導主事を派遣し、教職員の指導力向上につなが

る指導助言を行ったり、国や県の方針を伝えたりすることができた。

今後の方向性 理由及び今後の課題等

実績値



様式第４号 令和 5 事務事業評価表

１．事業概要

指

２．事業費及び人工（Plan＆Do）

３．指標及び実績値（Plan＆Do）

令和９年度

４．事業に対する評価（Check）

５．今後の方向性（Action）

基本計画における

位置づけ

基本施策名 ３－３　魅力ある学校づくり

施策の展開内容
子どもたちの個性や人権を尊重しながら、個々の能力を伸ばすとともに、生きる力の育成を基盤に、確かな学力の定

着と体力の向上に取り組み、魅力ある学校づくりを進めます。

事務事業の目的

・概要

教職員や少年指導員の研修会などを通して、近年増加しているいじめや生徒指導上の問題についての見識を深め、適切な対応ができるよう支援するととも

に、いじめの未然防止や早期発見・早期対応に向けた取組、子どもが気軽に相談できる仕組みづくりを進めます。

年度 （事後評価） 事業コード： 358

事業名及び

担当部署等

事務事業名 いじめ防止対策事業

担当部署名 教育総務部　指導課

関連する市の計画等 我孫子市教育振興基本計画

当該年度

実施事業（Plan）

指：指定事務事業

いじめ防止対策

継続費設定事業

債務負担行為設定事業

年度 区分 事業費(千円)
過年度繰越分

事業費(千円)
年度

人工

正職員 会計年度等

令和4年度 決算額 53 0 令和4年度  (年度末時点） 0.35 0.70

0.36 0.70
補正後予算額 0 0

決算額 0 0
年度末時点 0.36

当初予算額 63 0

令和5年度

4月1日時点

活動

指標
いじめ防止対策委員会の実施回数 回

目標値 3 3

0.70
次年度へ繰越 0 0

種別 内容 単位 区分 令和3年度 令和4年度

令和5年度

3

令和5年度 令和6年度

実績値 3 3 3

3 3

2 2 2

2

成果

指標

第２回いじめに関するアンケート結果に対する

取組後のいじめ件数の解消率
％

目標値 100 100 100 100

活動

指標
いじめに関するアンケートの実施回数 回

目標値 2 2

実績値 2 2

目標値

100

実績値 98.8 99.4 97.8

目標値

実績値

実績値

　
目標値

実績値

　
目標値

現状通り推進する
アンケートによるいじめ認知に限らず、日常から積極的にいじめは許さないという学校体制でのいじめ防止対策が講じられるよう生徒指導主

任の研修会を有効に活用するとともに、いじめ対応について適宜学校に指導助言を行う。

評価区分 評価についてのコメント

ほぼ順調
年3回のいじめ防止対策委員会では、専門家や保護者から意見聴取し、防止対策の具体的内容を刷新しながら講じている。年２回のいじめア

ンケートでは、追跡調査後も児童生徒の見守りを実施し、継続していじめの未然防止や解消に向けた学校への支援を行った。

今後の方向性 理由及び今後の課題等

実績値



様式第４号 令和 5 事務事業評価表

１．事業概要

２．事業費及び人工（Plan＆Do）

３．指標及び実績値（Plan＆Do）

令和９年度

４．事業に対する評価（Check）

５．今後の方向性（Action）

基本計画における

位置づけ

基本施策名 ３－３　魅力ある学校づくり

施策の展開内容
子どもたちの個性や人権を尊重しながら、個々の能力を伸ばすとともに、生きる力の育成を基盤に、確かな学力の定

着と体力の向上に取り組み、魅力ある学校づくりを進めます。

事務事業の目的

・概要
子どもたちが未知の状況に対応する力や他者と協働して課題を解決する力を育めるよう、子ども達の自主性・自発性を重視した教育を推進します。

年度 （事後評価） 事業コード： 359

事業名及び

担当部署等

事務事業名 学力向上推進事業

担当部署名 教育総務部　指導課

関連する市の計画等 我孫子市教育振興基本計画

当該年度

実施事業（Plan）

指：指定事務事業

学級経営の支援

学力向上推進事業

学校図書館活用の推進

小中学校体育・文化活動事業

継続費設定事業

国際理解教育の推進

子ども議会

債務負担行為設定事業

年度 区分 事業費(千円)
過年度繰越分

事業費(千円)
年度

人工

正職員 会計年度等

令和4年度 決算額 36,928 0 令和4年度  (年度末時点） 2.30 16.81

1.91 17.31
補正後予算額 38,513 0

決算額 36,600 0
年度末時点 1.91

当初予算額 45,624 0

令和5年度

4月1日時点

活動

指標

標準学力調査の結果分析研修会を実施した小中

学校の割合
％

目標値 100 100

17.31
次年度へ繰越 0 0

種別 内容 単位 区分 令和3年度 令和4年度

令和5年度

100

令和5年度 令和6年度

実績値 100 100 100

100 100

101 101 102

100

成果

指標
中学校標準学力調査正答率の全国比 ％

目標値 100 100 101 101

成果

指標
小学校標準学力調査正答率の全国比 ％

目標値 100 100

実績値 100 97

目標値

102

実績値 103 102 100

目標値

実績値

実績値

　
目標値

実績値

　
目標値

現状通り推進する
学校によって結果に差がある。各学校の苦手とする内容については、校内研修のテーマにして取り上げたり、指導案に改善の手立てを記載さ

せたりしている。学力向上を目指したより一層の授業改善を行うよう指導助言していく。

評価区分 評価についてのコメント

ほぼ順調 全ての小中学校で標準学力調査を実施し、その結果を分析した。分析したものは校内で共有し、指導に生かしている。

今後の方向性 理由及び今後の課題等

実績値



様式第４号 令和 5 事務事業評価表

１．事業概要

２．事業費及び人工（Plan＆Do）

３．指標及び実績値（Plan＆Do）

令和９年度

４．事業に対する評価（Check）

５．今後の方向性（Action）

基本計画における

位置づけ

基本施策名 ３－３　魅力ある学校づくり

施策の展開内容
子どもたちの個性や人権を尊重しながら、個々の能力を伸ばすとともに、生きる力の育成を基盤に、確かな学力の定

着と体力の向上に取り組み、魅力ある学校づくりを進めます。

事務事業の目的

・概要

「学習の基盤となる資質・能力」である『情報活用能力』を育成するため、情報教育のカリキュラム作成、教職員の指導力向上、ＩＣＴの環境整備と活用

に取り組みます。

年度 （事後評価） 事業コード： 360

事業名及び

担当部署等

事務事業名 小中学校ＩＣＴ教育の推進

担当部署名 教育総務部　指導課

関連する市の計画等 我孫子市教育振興基本計画

当該年度

実施事業（Plan）

指：指定事務事業

小中学校コンピュータ教育の推進

第２次教育ＩＣＴの推進

継続費設定事業

債務負担行為設定事業

年度 区分 事業費(千円)
過年度繰越分

事業費(千円)
年度

人工

正職員 会計年度等

令和4年度 決算額 157,494 0 令和4年度  (年度末時点） 0.40 0.80

1.03 0.80
補正後予算額 160,097 0

決算額 159,942 0
年度末時点 1.03

当初予算額 160,097 0

令和5年度

4月1日時点

活動

指標
教育委員会主催の情報教育に関わる研修会 回

目標値 6 6

0.80
次年度へ繰越 0 0

種別 内容 単位 区分 令和3年度 令和4年度

令和5年度

6

令和5年度 令和6年度

実績値 6 6 8

6 6

90.0 90.0 90.0

96.3

目標値

成果

指標

学習でのパソコン活用の満足度（児童生徒への

アンケート）
％

目標値 90.0 90.0

実績値 94.5 95.2

目標値

実績値

目標値

実績値

実績値

　
目標値

実績値

　
目標値

現状通り推進する
市主催の各研修会では、ICTの活用促進のための研修や活用状況を連絡・指導し、より一層の活用を促した。ICTの活用について、学校差や教

職員差がまだある。今後も研修等を通して全体への理解を深めていく。

評価区分 評価についてのコメント

順調
情報教育に関する研修を目標値以上に実施することができた。児童生徒のパソコン活用の満足度も昨年度を上回り、児童生徒の活用がより高

まってきていることがわかった。

今後の方向性 理由及び今後の課題等

実績値



様式第２号

：

１．課の目標（部の運営方針に基づいた取組方針）

２．課の目標への取組結果

３．取組結果に対する評価（所管する事務事業の取組を踏まえた評価）

４．今後の展開（改善や見直しが必要な点、事業など）

令和５年度　課の目標管理書

長期欠席児童生徒対策事業では、不登校率は依然高い数値となっていますが、校内教育支援セン

ターを設置し、全欠が解消した児童生徒が現れたことなど、有効活用されています。不登校対策

を強化するには、特別支援教育の推進が必要不可欠です。アドバイザー事業を充実させ、児童生

徒・保護者・教員に対し、児童生徒の実態に合わせた合理的配慮を勧めることができました。

更に校内教育支援センターの設置を進めます。また、校内教育支援センターの指導員、コーディ

ネーター以外にも、学級支援員や、心の教室相談員、教育相談員等の人材が定数に満たず人材確

保を図ります。教職員資質向上推進事業では、停止していた教職員研究論文の募集を来年度から

再開します。特別支援教育の論文については、伴走型で指導し論文を作成します。

課 名 教育総務部　教育相談センター

１．教育・発達相談事業を推進します。子どもの健やかな育ちを支えるために、子どもと保護者

の相談に適切に対応し、学校をはじめ関係機関と連携していきます。

２．特別支援教育を推進します。教育支援委員会の適切な運営と就学支援の充実を図ります。教

育相談センターアドバイザー事業、巡回事業、教職員研修の実施等を通して児童生徒一人一人の

教育的ニーズに対する教育を進めます。特別支援教育コーディネーターの支援については、校内

委員会の充実、個別の教育支援計画・指導計画の作成と活用の充実を図れるように支援し、個別

支援計画、指導計画の目標達成のために学級支援員の適切な配置も図ります。

３．切れ目のない支援体制の構築を療育・教育システム連絡会で図ります。

４．長期欠席児童生徒対策事業の強化をします。教育相談センター及び教育支援センターが、学

校と協力し不登校の予防・解消が図れるように支援します。学校においては、新たに校内教育支

援センターを中学校全校と小学校3校に設置し、多様な学びを確保します。また、児童生徒からの

相談を心の教室相談員が適切に受けられるよう相談員のスキルアップを図り、体制を整備しま

す。

課の目標で示したとおり、全取り組みを実施しました。



様式第４号 令和 5 事務事業評価表

１．事業概要

指

２．事業費及び人工（Plan＆Do）

３．指標及び実績値（Plan＆Do）

令和９年度

４．事業に対する評価（Check）

５．今後の方向性（Action）

基本計画における

位置づけ

基本施策名 ３－２　子どもの成長に応じた発達への支援

施策の展開内容
家庭・保育園・認定こども園・幼稚園・学校や地域などと連携しながら、子どもの成長に応じた切れ目のない支援に

取り組みます。

事務事業の目的

・概要

・特別な支援を要する児童生徒の就学相談や一人ひとりの状況に応じた特別支援教育の取組を推進します。

・児童生徒が自分らしい学校生活を送ることができるよう、引き続き、各学校に学級支援員などを配置し、児童生徒、保護者、教職員からの相談を通して

支援を行います。

年度 事業コード： 334

事業名及び

担当部署等

事務事業名 自分らしい学校生活を送るための教育支援

担当部署名 教育総務部　教育相談センター

（事後評価）

関連する市の計画等 我孫子市教育振興基本計画

当該年度

実施事業（Plan）

指：指定事務事業

学級支援員派遣事業

教育相談センターアドバイザー事業

教育相談・発達相談事業

就学相談事業

教育支援委員会の運営

継続費設定事業

児童・生徒からの悩み相談ホットライン

特別支援教育推進事業

教育相談センター巡回事業

令和4年度 決算額 1,571 0 令和4年度  (年度末時点） 3.30 50.75

債務負担行為設定事業

年度 区分 事業費(千円)
過年度繰越分

事業費(千円)
年度

人工

正職員 会計年度等

0

決算額 1,811 0
年度末時点 2.60

当初予算額 2,061 0

令和5年度

4月1日時点

活動

指標
アドバイザー派遣率 ％

目標値 100

49.28
次年度へ繰越 0 0

種別 内容 単位 区分 令和3年度 令和4年度

令和5年度

実績値 100

3.00 41.44
補正後予算額 2,150

4,000 4,000 4,000

3,311

100

令和5年度 令和6年度

100

100 100

100

実績値 100 91.0 91.4

活動

指標
教育・発達相談、就学相談対応件数 件数

目標値 4,000

実績値 3,475

成果

指標
アドバイザーの支援が役に立った率 ％

目標値 100 100 100 100

成果

指標
教育・発達相談継続ケースの利用者の満足度 ％

100 100 100

実績値 94.4 85.3 94.4

目標値 100 100

実績値

目標値

実績値
　

目標値

現状通り推進する 人員補充を図り、各担当が無理せず丁寧に対応することができれば、相談の質に反映され相談者の満足度が更に上がると推測されます。

評価区分 評価についてのコメント

ほぼ順調
相談事業は人員補充が困難な状態で通常の半分の職員で当たっていますが、心理職の課長の力も借りながら利用者のニーズに沿って対応しま

した。

今後の方向性 理由及び今後の課題等

実績値
　

目標値



様式第４号 令和 5 事務事業評価表

１．事業概要

２．事業費及び人工（Plan＆Do）

３．指標及び実績値（Plan＆Do）

令和９年度

４．事業に対する評価（Check）

５．今後の方向性（Action）

　
目標値

事業内容を見直す

令和6年度より、教職員研究論文を再開します。また、副読本「わたしたちの我孫子」や学習図鑑「ふるさと手賀沼」を活用した授業づくり

について、教職員に対する研修を実施します。「ふるさと手賀沼」については、図書館と連携しデジタルアーカイブを構築し、より一層、児

童生徒の郷土愛を育むために取り組みます。

評価区分 評価についてのコメント

ほぼ順調
令和５年度は、論文募集を行いませんでしたが、学校より再開の要望があったことから、令和6年度から募集を行えるように準備を始めまし

た。社会科副読本の令和８年度改訂に向けて各小学校から１名ずつ担当者を招集し、編集作業を進めました。

今後の方向性 理由及び今後の課題等

実績値

実績値

　
目標値

実績値

目標値

活動

指標
社会科副読本の配布 回

実績値 1 1

目標値 1

4

実績値 4 4

1 1 1

活動

指標
社会科副読本の編集会議実施回数 回

目標値 4 4 4

成果

指標
論文作成指導を受けた満足度 ％

目標値 100

実績値 ー

ー

ー 6

ー 100 100

ー

活動

指標
論文作成にあたり指導した回数 回

目標値 6

0.26
次年度へ繰越 0 0

種別 内容 単位 区分 令和3年度 令和4年度

令和5年度

6

令和5年度 令和6年度

実績値 ー

決算額 5,456 0
年度末時点 1.00

当初予算額 5,510 0

令和5年度

4月1日時点

令和4年度 決算額 3,890 0 令和4年度  (年度末時点） 0.80 0.60

0.30 0.30
補正後予算額 5,461 0

債務負担行為設定事業

年度 区分 事業費(千円)
過年度繰越分

事業費(千円)
年度

人工

正職員 会計年度等

継続費設定事業

関連する市の計画等

当該年度

実施事業（Plan）

指：指定事務事業

教職員研究論文の作成支援

小中学校教師用教科書及び指導書の配付

副読本(社会科副読本「わたしたちの我孫子」)の改訂

基本計画における

位置づけ

基本施策名 ３－３　魅力ある学校づくり

施策の展開内容
子どもたちの個性や人権を尊重しながら、個々の能力を伸ばすとともに、生きる力の育成を基盤に、確かな学力の定

着と体力の向上に取り組み、魅力ある学校づくりを進めます。

事務事業の目的

・概要
教職員の資質の向上を図るため、教育課題に応じた研修会や授業研究会を実施し、指導の工夫や改善につながる教育情報の提供を行います。

年度 （事後評価） 事業コード： 356

事業名及び

担当部署等

事務事業名 教職員資質向上推進事業

担当部署名 教育総務部　教育相談センター



様式第４号 令和 5 事務事業評価表

１．事業概要

指

２．事業費及び人工（Plan＆Do）

３．指標及び実績値（Plan＆Do）

令和９年度

４．事業に対する評価（Check）

５．今後の方向性（Action）

　
目標値

現状通り推進する
令和６年度に校内教育支援センターを小学校に３校増設し指導員を配置します。各小中学校と教育相談センター、教育支援センター及び校内

教育支援センターが密に連携を取り、不登校の児童生徒の支援にあたっていきます。

評価区分 評価についてのコメント

ほぼ順調
不登校率は依然として高い数値となっています。教育支援センター「かけはし」「ひだまり」に加え、中学校全６校と小学校３校に校内教育

支援センターを設置して指導員を配置し、教室に入ることが難しい児童生徒の教育機会を確保しました。

今後の方向性 理由及び今後の課題等

実績値

実績値

　
目標値

実績値

目標値

成果

指標

教育支援センターに通級している児童生徒の出

席率
％

実績値 23.4 31.0 41.8

目標値 60.0 60.0

5.0

実績値 8.2 8.1

60.0 60.0 60.0

成果

指標
不登校率 ％

目標値 5.0 5.0 5.0

活動

指標
学校連携、児童生徒保護者への対応件数 件数

目標値 300

実績値 841

6,003

7,000 7,000

900 900 900

872

活動

指標
心の教室相談員兼在宅訪問指導員相談件数 件数

目標値 7,000

19.38
次年度へ繰越 0 0

種別 内容 単位 区分 令和3年度 令和4年度

令和5年度

7,000

令和5年度 令和6年度

実績値 5,504

決算額 712 0
年度末時点 1.60

当初予算額 774 0

令和5年度

4月1日時点

令和4年度 決算額 543 0 令和4年度  (年度末時点） 1.10 9.74

2.00 16.77
補正後予算額 774 0

債務負担行為設定事業

年度 区分 事業費(千円)
過年度繰越分

事業費(千円)
年度

人工

正職員 会計年度等

継続費設定事業

関連する市の計画等 我孫子市教育振興基本計画

当該年度

実施事業（Plan）

指：指定事務事業

長欠対策事業

教育支援センターの運営

校内教育支援センター（校内適応指導教室）の設置

基本計画における

位置づけ

基本施策名 ３－３　魅力ある学校づくり

施策の展開内容
子どもたちの個性や人権を尊重しながら、個々の能力を伸ばすとともに、生きる力の育成を基盤に、確かな学力の定

着と体力の向上に取り組み、魅力ある学校づくりを進めます。

事務事業の目的

・概要

保護者や児童生徒の相談に適切に応じ、悩みを解消することで児童生徒が楽しい学校生活を送れるようにするとともに、不登校の児童生徒もさまざまな学

びや経験ができる環境づくりを図ります。

年度 （事後評価） 事業コード： 357

事業名及び

担当部署等

事務事業名 長期欠席児童生徒対策事業

担当部署名 教育総務部　教育相談センター


